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は
じ
め
に
　
松
永
尺せき
五ご
（
一
五
九
二
～
一
六
五
七
）
は
江
戸
時
代
初
期
の
儒
者
で
あ
る
。
貞
門
俳
諧
の
祖
で
あ
る
松
永
貞
徳
の
長
子
と
し
て
京
都
に
生
ま
れ
た
。
名
は
昌
三
、
字
は
遐か
年ねん
、
尺
五
と
号
し
た
。
父
と
藤
原
惺
窩
と
は
再
従
兄
弟
の
関
係
に
あ
り
、
尺
五
は
早
く
に
惺
窩
に
師
事
し
て
程
朱
の
学
を
修
め
た）（
（
。
十
三
歳
の
時
、
一
歳
下
の
豊
臣
秀
頼
に
大
坂
城
に
召
さ
れ
て
『
書
経
』
を
講
じ
た
と
い
う）（
（
。
諸
大
名
か
ら
し
ば
し
ば
仕
官
を
求
め
ら
れ
た
が
応
じ
ず
、
加
賀
藩
な
ど
で
客
分
と
し
て
講
義
し
た
ほ
か
は
、
も
っ
ぱ
ら
京
都
に
あ
っ
て
私
塾
を
経
営
し
た
。
寛
永
五
年
（
一
六
二
八
）、
西
洞
院
に
私
塾
春
秋
館
を
設
け
、
同
十
四
年
、
堀
川
に
二
番
目
の
塾
講
習
堂
を
開
く
。
慶
安
元
年
（
一
六
四
八
）
に
は
堺
町
御
門
前
に
尺
五
堂
を
開
い
た
。
尺
五
堂
は
後
光
明
院
か
ら
地
を
賜
り
、
京
都
所
司
代
板
倉
重
宗
の
協
力
を
得
て
建
て
た
学
寮
。
尺
五
は
儒
・
仏
・
道
三
教
に
通
じ
、
詩
文
を
よ
く
し
た
。
門
人
に
木
下
順
庵
、
安
東
省
庵
、
貝
原
益
軒
、
宇
都
宮
遯とん
庵あん
ら
が
い
る
。
　
尺
五
の
詩
文
を
ま
と
め
た
も
の
と
し
て
は
『
尺
五
先
生
全
書
』
（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
、
以
下
「
国
会
本
」
と
略
称
）、『
尺
五
堂
集
』（
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
、
以
下
「
内
閣
本
」
と
略
称
）、
『
尺
五
堂
先
生
全
集
』（
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
、
以
下
「
京
大
本
」
と
略
称
）
の
三
点
の
写
本
が
存
す
る）（
（
。
ま
た
、
内
閣
本
を
底
本
に
し
て
活
字
化
さ
れ
た
も
の
が
『
続
々
群
書
類
従　
第
十
三　
詩
文
部
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
（
以
下
「
類
従
本
」
と
略
称）（
（
）。
そ
れ
ら
を
読
む
と
、
尺
五
堂
で
は
慶
安
四
年
、
五
年
と
続
け
て
釈
尺
五
堂
釈
菜
式
に
お
け
る
「
読
論
語
詩
」
十
八
首
日
原
　
　
傳
（36）201
菜
の
儀
式
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
宮
中
行
事
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
釈
奠
・
釈
菜
の
儀
式
は
応
仁
の
乱
の
混
乱
の
な
か
で
途
絶
え
た
と
い
う）（
（
。
公
的
な
釈
奠
が
復
活
す
る
の
は
儒
学
が
盛
ん
と
な
る
江
戸
時
代
を
俟
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
私
塾
に
お
け
る
釈
菜
だ
が
、
儒
者
が
主
催
し
た
釈
奠
・
釈
菜
復
活
の
早
い
例
と
し
て
こ
の
尺
五
堂
で
の
釈
菜
を
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
慶
安
四
年
の
釈
菜
で
は
『
論
語
』
が
講
じ
ら
れ
、
そ
れ
に
関
す
る
釈
菜
詩
は
尺
五
の
作
を
含
め
て
計
十
八
首
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
読
み
解
く
の
が
本
稿
の
主
旨
で
あ
る
。
一　
釈
奠
と
釈
菜
　
釈
奠
・
釈
菜
は
教
育
施
設
に
お
い
て
牛
・
羊
な
ど
の
犠
牲
や
供
え
物
を
さ
さ
げ
て
天
地
の
神
や
古
代
の
聖
人
を
祭
る
行
事
で
あ
る
。
後
世
で
は
孔
子
や
儒
家
の
先
哲
を
祭
る
行
事
と
な
っ
て
い
る
が
、
本
来
は
も
っ
と
一
般
的
に
学
問
、
教
育
の
先
師
・
先
聖
を
祭
る
行
事
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る）（
（
。
　
「
釈
奠
」「
釈
菜
」
の
語
は
、
古
く
は
『
礼
記
』
王
制
・
月
令
・
文
王
世
子
や
『
周
礼
』
春
官
大
胥
に
見
え
る
。『
通
典
』
の
「
釈
奠
」
の
項
目
は
『
礼
記
』
文
王
世
子
の
文
の
順
序
を
変
え
、
冒
頭
に
据
え
て
説
明
す
る）（
（
。
周
制
。
凡
始
立
学
、
必
釈
奠
於
先
聖
先
師
。
及
行
事
必
以
幣
。
凡
釈
奠
者
、
必
有
合
也
。
有
国
故
則
不
。／
凡
学
、
春
官
釈
奠
於
先
師
。
秋
冬
亦
如
之
。／
始
立
学
者
、
既
釁
器
用
幣
。
然
後
釈
菜
。
不
舞
、
不
授
器
。
乃
退
儐
於
東
序
。
一
献
、
無
介
語
可
也
。
（
周
の
制
。
凡
そ
始
め
て
学
を
立
つ
る
と
き
は
、
必
ず
先
聖
・
先
師
に
釈
奠
す
。
事
を
行
な
ふ
に
及
び
て
必
ず
幣
を
以
て
す
。
凡
そ
釈
奠
す
る
者
は
、
必
ず
合
す
る
こ
と
有
る
な
り
。
国
故
有
る
と
き
は
則
ち
不しかせず
。
／
凡
そ
学
に
て
、
春
は
官
先
師
に
釈
奠
す
。
秋
冬
も
亦
た
之かく
の
如
く
す
。
／
始
め
て
学
を
立
つ
る
と
き
は
、
既
に
器
に
釁ちぬ
り
幣
を
用
ふ
。
然
る
後
に
釈
菜
す
。
舞
は
ず
、
器
を
授
け
ず
。
乃
ち
退
き
て
東
序
に
儐ひん
す
。
一
献
し
て
、
介
・
語
無
く
し
て
可
な
り）（
（
。）
　
後
世
の
釈
奠
は
春
と
秋
の
仲
月
の
上
丁
の
日
に
行
な
う
の
が
原
則
と
な
る
が
、
こ
こ
で
は
「
は
じ
め
て
学
校
を
建
て
た
時
」
や
「
四
時
」
に
行
な
う
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
祭
る
対
象
に
つ
い
て
は
、
鄭
玄
の
注
に
「
先
聖
、
周
公
若
孔
子
」
と
す
る
一
方
で
、
「
国
無
先
聖
先
師
、
則
釈
奠
者
、
当
与
隣
国
合
也
」
と
も
あ
り
、
必
ず
し
も
一
定
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。「
釈
菜
」
に
つ
い
て
は
、「
不
舞
、
不
授
器
」
に
対
す
る
鄭
玄
の
注
に
「
釈
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菜
礼
軽
也
。
釈
奠
則
舞
。
舞
則
授
器
」
と
あ
り
、「
釈
奠
」
の
礼
を
軽
く
し
た
も
の
を
「
釈
菜
」
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
「
舞
」
の
有
無
で
区
別
し
て
い
る
が
、
牛
・
羊
な
ど
の
犠
牲
を
供
え
ず
、
蔬
菜
を
中
心
に
供
え
、
儀
礼
を
簡
素
化
し
た
も
の
を
「
釈
菜
」
と
す
る
考
え
も
あ
る
。
た
だ
し
、
両
者
の
区
別
は
そ
れ
ほ
ど
厳
密
で
は
な
い
場
合
も
多
い
。
　
釈
奠
・
釈
菜
に
お
い
て
孔
子
を
先
聖
と
し
て
祭
る
こ
と
が
定
ま
っ
て
ゆ
く
経
緯
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
資
料
が
挙
げ
ら
れ
る
。
　
『
史
記
』
孔
子
世
家
に
は
、
孔
子
没
後
の
記
事
の
な
か
に
「
高
皇
帝
過
魯
、
以
太
牢
祠
焉
」
と
漢
の
高
祖
が
魯
を
通
過
し
た
と
き
、
太
牢
（
牛
・
羊
・
豕
の
三
牲
を
配
す
る
最
も
鄭
重
な
供
物
）
を
献
饌
し
て
孔
子
を
祭
っ
た
話
が
見
え
る
。『
漢
書
』
高
帝
紀
第
一
下
に
見
え
る
「
十
一
月
、
行
自
淮
南
還
。
過
魯
、
以
太
牢
祠
孔
子
」
に
相
当
し
、
高
祖
十
二
年
（
前
一
九
五
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
皇
帝
が
孔
子
の
祭
礼
を
行
な
っ
た
は
じ
め
だ
と
さ
れ
る
記
事
で
あ
る
。
　
皇
帝
が
設
け
た
太
学
に
お
い
て
孔
子
を
祭
る
釈
奠
を
は
じ
め
て
行
な
っ
た
の
は
、
魏
の
正
始
七
年
（
二
四
六
）
の
こ
と
と
さ
れ
る
。『
三
国
志
』
魏
書
・
三
少
帝
紀
第
四
に
「
冬
十
二
月
、
講
礼
記
通
、
使
太
常
以
太
牢
祠
孔
子
於
辟
雍
、
以
顔
淵
配
」
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
魏
の
第
三
代
皇
帝
曹
芳
が
『
礼
記
』
を
学
び
、
太
常
（
礼
学
・
祭
事
を
担
当
す
る
官
）
に
辟
雍
（
天
子
が
設
け
た
太
学
）
で
孔
子
と
顔
淵
を
祭
ら
せ
た
と
い
う
記
事
で
あ
る
。
　
日
本
の
『
延
喜
式
』
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
『
大
唐
開
元
礼
』
百
五
十
巻
は
開
元
二
十
年
（
七
三
二
）
に
完
成
し
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
の
巻
五
十
四
は
「
国
子
釈
奠
於
孔
宣
父
」
と
題
さ
れ
て
い
る
。「
国
子
」
は
公
卿
大
夫
の
子
弟
を
い
う
。「
孔
宣
父
」
は
孔
子
。
太
学
で
国
子
が
行
な
う
釈
奠
の
次
第
を
「
斎
戒
」「
陳
設
」「
饋
享
」「
皇
子
束
脩
」「
学
生
束
脩
」
に
分
け
て
説
明
し
て
い
る）（
（
。
　
日
本
に
お
け
る
釈
奠
の
古
い
記
録
と
し
て
は
、『
続
日
本
紀
』
文
武
天
皇
大
宝
元
年
（
七
〇
一
）
二
月
の
記
事
が
挙
げ
ら
れ
る
。
「
丁
巳
、
釈
奠
」
と
い
う
本
文
が
あ
り
、
そ
れ
に
「
釈
奠
之
礼
、
於
是
始
見
矣
」
と
い
う
割
注
が
付
さ
れ
て
い
る）（1
（
。
　
中
国
の
「
開
元
礼
」
の
導
入
に
関
し
て
は
、
吉
備
真
備
（
六
九
五
？
～
七
七
五
）
が
大
き
な
働
き
を
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
真
備
は
唐
に
二
度
渡
っ
て
お
り
、
そ
の
帰
国
は
そ
れ
ぞ
れ
天
平
七
年
（
七
三
五
）、
天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
に
な
る
。
『
続
日
本
紀
』
宝
亀
六
年
（
七
七
五
）
十
月
の
「
壬
戌
、
前
右
大
臣
正
二
位
勲
二
等
吉
備
真
備
薨
」
の
記
事
に
「
先
是
、
大
学
釈
奠
、
其
儀
未
備
、
大
臣
、
依
稽
礼
典
、
器
物
始
修
。
礼
容
可
観
（38）199
（
是
よ
り
先
、
大
学
の
釈
奠
、
其
の
儀
未
だ
備
ら
ず
、
大
臣
、
礼
典
に
依
り
稽かむ
がへ
、
器
物
始
め
て
修
ま
る
。
礼
容
観
る
べ
し
）」
と
あ
り
、
真
備
が
釈
奠
の
整
備
に
貢
献
し
た
こ
と
を
特
記
し
て
い
る）（（
（
。
　
『
延
喜
式
』
は
延
長
五
（
九
二
七
）
年
の
撰
進
で
あ
る
が
、
そ
の
大
学
寮
の
釈
奠
式
の
祭
礼
の
次
第
で
あ
る
「
饋
享
」
は
『
大
唐
開
元
礼
』
の
内
容
と
ほ
ぼ
一
致
す
る）（1
（
。
大
学
寮
の
重
要
行
事
で
あ
っ
た
釈
奠
は
治
承
元
年
（
一
一
七
七
）
の
京
都
大
火
に
よ
る
大
学
寮
消
失
後
も
仮
の
廟
堂
を
設
け
て
行
な
わ
れ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
応
仁
の
乱
に
よ
っ
て
洛
中
が
焦
土
と
化
し
た
た
め
十
五
世
紀
に
は
停
廃
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
　
江
戸
時
代
に
入
り
、
林
家
の
手
に
な
る
釈
奠
の
復
興
は
寛
永
十
年
（
一
六
三
三
）
の
こ
と
に
な
る
。
寛
永
七
年
、
林
羅
山
は
徳
川
家
光
か
ら
上
野
忍
岡
に
別
荘
用
の
土
地
と
学
校
建
設
費
二
百
両
を
賜
り
、
塾
舎
と
書
庫
を
建
て
た
。
九
年
に
は
尾
張
の
徳
川
義
直
の
援
助
を
受
け
て
そ
の
地
に
文
廟
（
先
聖
殿
）
を
建
立
し
た
。
そ
の
翌
年
の
二
月
十
日
に
釈
菜
を
先
聖
殿
で
執
り
行
な
っ
て
い
る）（1
（
。
二　
釈
菜
式
次
第
　
明
人
の
陳
元
贇
が
伝
え
た
と
さ
れ
る
釈
菜
の
式
次
第
が
写
本
の
う
ち
内
閣
本
の
み
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
式
次
第
は
、
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
の
木
村
兼
葭
堂
旧
蔵
と
さ
れ
る
松
永
尺
五
『
釈
奠
儀
例
』（
以
下
「
儀
例
」
と
略
称
）
に
も
収
め
る）（1
（
。
両
者
の
記
述
に
は
異
同
が
あ
り
、
内
閣
本
が
「
口
伝
」
と
し
て
い
る
箇
所
を
「
儀
例
」
で
は
和
文
で
説
明
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
必
要
に
応
じ
て
「
儀
例
」
の
説
明
も
利
用
し
、
内
閣
本
の
式
次
第
を
紹
介
す
る
。
　
　
釈
菜
式　
　
　
元
贇
相
伝
今
瀧
川
昌
楽
伝
之
二
月
上
丁
日　
学
生
若
干
人　
楽
人
八
人　
礼
生
左
右
二
人　

礼
役
左
右
二
人
一　
盥ヨク
手シユフ　

有
口
伝
一　
焼シヤウ
香ヘン　

右
礼
生
唱
曰
上
香ヘン　
再
上
香ヘン　
三
上
香ヘン　
有
口
伝
一　
四
拝　

右
礼
生
唱
曰
鞠
躬　
左
拝　
右
興

左
平ヘン
升シン　
有
口
伝　
復
位
一　
奠テン
弊ビイ　

有
口
伝　
蘋
蘩
薀
藻
盛
籩
幷
菓
子
類
盛
䇺

又
奠テン
帛ボク　
楽
人
奏
ス二
寧
和
曲
ヲ一
也
一　
祝シユツ
版ハン　

有
口
伝　
祭
文
一　
献ヘン
酒チユウ
有
口
伝　
迎
神
安
和
曲
起
ル
一　
亞ア
献ヘン　

有
口
伝　
景
和
曲
起
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一　
終
献　

有
口
伝
一　
徹
饌　

有
口
伝　
楽
人
有
口
伝　
咸
和
曲
起
ル
一　
送
神
有
口
伝
一　
灌クハン
酒チウ
有
口
伝

其
時
礼
生
唱
曰
三
献
完
満
不
敢
久
留
謹
尚
奉
送
一　
瘞イゝ
帛ボク
有
口
伝　
咸
和
曲
起
　
右
昔
年
此
礼
式
行
于
尺
五
堂　
有
口
伝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀧
川
昌
楽
一
信
相　
ニ
伝
フ
焉
ヲ一
【
語
釈
】
○
盥ヨク
手シユ
フ　
手
を
洗
う
。
○
焼シヤ
ウ
香ヘン　
香
を
焚
く
。
○
四
拝　
四
度
拝
礼
す
る
。
注
に
は
右
の
礼
生
が
「
鞠
躬
（
身
を
か
が
め
る
）」
と
唱
え
、
そ
れ
を
受
け
て
左
の
礼
生
が
「
拝
（
ひ
ざ
ま
づ
き
ぬ
か
づ
く
）」
と
唱
え
、
次
に
右
の
礼
生
が
「
興
（
身
を
起
こ
す
）」
と
唱
え
、
最
後
に
左
の
礼
生
が
「
平
升
（
立
ち
上
が
る
、
の
意
で
あ
ろ
う
）」
と
唱
え
る
役
割
分
担
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
下
に
見
え
る
「
復
位
」
は
も
と
の
位
置
に
戻
る
こ
と
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。「
儀
例
」
は
「
四
拝
畢
テ
ア
ト
シ
サ
リ
本
座
ニ
タ
ツ｣
と
説
明
す
る
。
○
奠テン
弊ビイ　
「
幣
（
ぬ
さ
）」
を
供
え
て
祭
る
。「
弊
」
は
「
幣
」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。
注
に
は
「
蘋
（
う
き
く
さ
）」「
蘩
（
し
ろ
よ
も
ぎ
）」「
薀
（
み
ず
く
さ
）」「
藻
（
も
）」
を
籩へん
に
盛
り
、
菓
子
の
類
を
䇺とう
に
盛
る
と
あ
る
。「
籩
」
も
「
䇺
」
も
供
物
を
盛
る
器
で
あ
る
。『
春
秋
左
氏
伝
』
隠
公
三
年
に
「
蘋
蘩
薀
藻
之
菜
、
…
可
薦
於
鬼
神
、
可
羞
於
王
公
（
蘋
蘩
薀
藻
の
菜
も
…
鬼
神
に
薦すす
む
べ
く
、
王
公
に
羞すす
む
べ
し
）」
と
あ
る
。
○
祝シユ
ツ
版ハン　
祝
文
を
誦
え
て
祭
る
。
注
の
「
祭
文
」
は
そ
の
祝
文
。
○
献ヘン
酒チユ
ウ　
酒
を
さ
さ
げ
る
。「
初
献
」
に
当
た
る
。
○
亞ア
献ヘン　
初
献
に
次
い
で
酒
を
さ
さ
げ
る
こ
と
。
○
終
献　
亞
献
に
次
い
で
酒
を
さ
さ
げ
る
こ
と
。
三
献
の
最
後
。
○
徹
饌　
供
物
を
取
り
さ
げ
る
。
○
灌クハ
ン
酒チウ　
酒
を
地
に
注
い
で
祭
る
。
注
に
あ
る
「
尚
」
の
字
を
「
儀
例
」
は
「
当
」
と
す
る
。
○
瘞イゝ
帛ボク　
地
を
祭
っ
て
、
奉
げ
た
帛
を
埋
め
る
こ
と
か
。「
瘞
」
に
は
埋
む
の
意
が
あ
る
。「
儀
例
」
は
「
西
方
ニ
埋
ナ
リ
」
と
説
明
す
る
。
【
補
説
】
陳
元
贇
相
伝
の
作
法
に
拠
っ
た
も
の
で
、
尺
五
の
弟
子
の
瀧
川
昌
楽
が
そ
れ
を
伝
え
て
い
る
と
注
が
つ
い
て
い
る
。
参
加
者
は
「
学
生
若
干
人
、
楽
人
八
人
、
礼
生
左
右
二
人
、
礼
役
左
右
二
人
」
で
あ
る
。
　
『
延
喜
式
』
巻
二
十
の
大
学
式
に
あ
る
「
釈
奠
」
の
記
載
で
は
「
陳
設
」「
饋
享
」「
講
論
」
の
順
に
そ
の
仔
細
を
説
明
す
る
。
こ
こ
に
記
録
さ
れ
た
式
次
第
は
式
の
中
心
的
な
祭
礼
で
あ
る
「
饋
享
」
に
相
当
し
よ
う
。「
盥ヨク
手シユ
フ」「
焼
シ
ヤ
ウ
香ヘン
」
な
ど
と
唐
音
が
示
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
唐
土
で
行
な
わ
れ
て
い
る
近
い
時
ヱ
イ
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代
の
式
次
第
で
あ
る
こ
と
を
尊
ぶ
心
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
　
陳
元
贇
（
一
五
八
七
～
一
六
七
一
）
は
明
の
人
。
明
末
の
兵
乱
を
避
け
て
日
本
に
亡
命
。
長
州
萩
、
江
戸
に
滞
在
し
た
の
ち
名
古
屋
藩
祖
徳
川
義
直
に
招
か
れ
、
禄
六
十
石
を
受
け
て
名
古
屋
に
居
住
し
た
。
京
都
や
江
戸
に
も
赴
き
、
羅
山
や
尺
五
と
も
交
流
し
た
よ
う
で
あ
る）（1
（
。
三　
詩　
序
　
「
仲
春
釈
菜
聴
講
論
語
同
賦
読
論
語
詩
幷
序
（
仲
春
釈
菜
。
論
語
を
講
ず
る
を
聴
き
、
同
じ
く
論
語
を
読
む
の
詩
を
賦
す
。
序
を
幷
せ
た
り
）」
と
内
閣
本
が
題
す
る
釈
菜
詩
の
序
を
読
み
た
い
と
思
う）（1
（
。
内
閣
本
、
国
会
本
と
も
に
欠
字
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
あ
る
が
、
そ
の
箇
所
の
少
な
い
国
会
本
に
従
い
、
私
に
六
つ
に
段
落
分
け
し
て
以
下
に
示
す
。
（
1
）
記
曰
、
仲
春
上
丁
命
楽
正
習
舞
釈
菜
。
天
子
乃
帥
三
公
九
卿
諸
侯
大
夫
親
往
視
之
。
蓋
報
徳
也
。
弘
道
之
聖
莫
盛
於
夫
子
、
知
恩
之
誠
莫
大
於
祭
儀
。
薀
藻
之
菜
、
行
潦
之
水
、
有
礼
可
羞
有
誠
可
饗
。
（
記
に
曰
く
、「
仲
春
上
丁
、
楽
正
に
命
じ
て
舞
を
習
は
し
め
て
釈
菜
す
。
天
子
乃
ち
三
公
九
卿
諸
侯
大
夫
を
帥ひき
ゐ
て
親
ら
往
き
て
之
を
視
る
」
と
。
蓋
し
徳
に
報
ゆ
る
な
り
。
弘
道
の
聖
、
夫
子
よ
り
盛
ん
な
る
は
莫
く
、
知
恩
の
誠
、
祭
儀
よ
り
大
な
る
は
莫
し
。
薀うん
藻さう
の
菜
、
行かう
潦らう
の
水
、
礼
有
ら
ば
羞すす
む
べ
く
、
誠
有
ら
ば
饗
す
べ
し
。）
【
語
釈
】
○
記
曰　
『
礼
記
』
月
令
の
仲
春
の
条
に
「
上
丁
命
楽
正
習
舞
釈
菜
。
天
子
乃
帥
三
公
九
卿
諸
侯
大
夫
、
親
往
視
之
」
と
あ
る
。
○
仲
春
上
丁　
二
月
上
旬
の
丁ひのと
の
日
。
○
楽
正　
楽
官
の
長
。
○
弘
道　
道
を
ひ
ろ
め
る
。『
論
語
』
衛
霊
公
に
「
子
曰
、
人
能
弘
道
、
非
道
弘
人
」
と
あ
る
。
○
夫
子　
孔
子
。
○
薀
藻　
水
草
の
名
。『
春
秋
左
氏
伝
』
隠
公
三
年
に
「
苟
有
明
信
…
蘋
蘩
薀
藻
之
菜
…
潢
汙
行
潦
之
水
、
可
薦
於
鬼
神
、
可
羞
於
王
公
」
と
あ
る
。
○
行
潦　
路
上
に
た
ま
っ
た
水
。
【
補
説
】
冒
頭
に
『
礼
記
』
月
令
に
み
え
る
釈
菜
の
記
事
を
引
用
し
て
文
を
説
き
お
こ
す
。
孔
子
と
釈
菜
の
儀
を
並
べ
て
讃
え
、
『
春
秋
左
氏
伝
』
の
記
事
を
用
い
て
供
え
物
に
言
及
す
る
。
（
2
）
於
是
菲
儀
侵
礼
、
微
忱
営
奠
。
已
非
円
冠
博
帯
之
士
、
今
集
青
衿
野
服
之
徒
。
列
籩
置
尊
、
欽
仰
聖
像
之
儼
然
、
論
文
評
学
、
景
慕
賢
者
之
卓
爾
。
家
塾
逢
良
辰
、
彰
微
志
。
烏
知
庠
序
之
礼
楽
、
同
侶
喜
善
道
、
助
薄
礼
。
爰
視
性
情
之
彝
196（41）
徳
。
（
是
に
於
い
て
菲ひ
儀ぎ
も
て
礼
を
侵
し
、
微び
忱しん
も
て
奠
を
営
ず
。
已
に
円
冠
博
帯
の
士
に
非
ず
、
今
青
衿
野
服
の
徒
を
集
む
。
籩へん
を
列つら
ね
尊
を
置
き
、
欽つつしみ
て
聖
像
の
儼
然
た
る
を
仰
ぎ
、
文
を
論
じ
学
を
評
し
、
景おほ
い
に
賢
者
の
卓
爾
た
る
を
慕
ふ
。
家
塾
良
辰
に
逢
ひ
、
微
志
を
彰あら
は
す
。
烏いづ
く
ん
ぞ
庠
し
や
う
序じよ
の
礼
楽
を
知
ら
ん
や
。
同
侶
善
道
を
喜
び
、
薄
礼
を
助
く
。
爰ここ
に
性
情
の
彝い
徳とく
を
視
る
。）
【
語
釈
】
○
菲
儀　
わ
ず
か
な
お
礼
。
謙
遜
の
辞
。
○
微
忱　
わ
ず
か
な
ま
こ
と
。
謙
遜
の
辞
。
○
円
冠　
ま
る
い
か
ん
む
り
。
儒
者
の
冠
。
○
博
帯　
幅
の
広
い
帯
。
礼
装
の
時
に
用
い
る
。
○
青
衿　
昔
の
学
生
の
服
装
。
○
野
服　
質
素
な
服
。
官
位
の
無
い
者
が
着
る
服
。
○
籩　
祭
祀
の
時
に
食
物
を
盛
る
器
。
○
尊　
祭
祀
の
儀
式
で
用
い
る
酒
器
。
○
聖
像　
孔
子
像
。
○
儼
然　
威
厳
の
あ
る
さ
ま
。
○
卓
爾　
高
く
す
ぐ
れ
た
さ
ま
。
○
微
志　
自
分
の
志
の
謙
称
。
○
庠
序　
学
校
。
○
同
侶　
同
じ
な
か
ま
。
○
善
道　
よ
い
方
向
に
導
く
。『
論
語
』
顔
淵
に
「
子
貢
問
友
、
子
曰
忠
告
而
善
道
之
、
不
可
則
止
、
無
自
辱
焉
」
と
あ
る
。
○
薄
礼　
粗
末
な
供
物
の
意
の
謙
辞
か
。
○
彝
徳　
つ
ね
に
変
わ
ら
ぬ
徳
。
【
補
説
】
礼
装
で
行
な
わ
れ
る
宮
中
と
は
違
う
私
塾
で
の
儀
式
で
あ
る
こ
と
を
特
記
し
て
い
る
。「
青
衿
野
服
之
徒
」
と
い
う
措
辞
に
そ
れ
は
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
（
3
）
夫
享
多
儀
。
儀
不
及
物
為
不
享
。
於
物
不
足
観
焉
、
於
儀
少
免
其
罪
。
是
以
講
書
将
充
献
芹
。
非
理
何
足
張
皇
幽
眇
。
賦
詩
期
発
志
趣
、
非
詠
寧
可
暢
叙
雅
懐
。
（
夫
れ
享きやうは
儀
を
多おほ
く
す
。
儀
、
物
に
及
ば
ざ
る
を
不ふ
享きや
うと
為な
す
。
物
に
於
い
て
焉これ
を
観
る
に
足
ら
ざ
れ
ど
も
、
儀
に
於
い
て
少
し
く
其
の
罪
を
免
れ
ん
。
是
を
以
て
書
を
講
じ
将
に
献
芹
を
充
た
さ
ん
と
す
。
理
に
非
ざ
れ
ば
何
ぞ
幽
眇
を
張
皇
す
る
に
足
ら
ん
や
。
詩
を
賦
し
て
志
趣
を
発
せ
ん
こ
と
を
期
す
。
詠
に
非
ざ
れ
ば
寧
ぞ
雅
懐
を
暢
叙
す
べ
け
ん
や
。）
【
語
釈
】
○
享　
物
を
献
上
す
る
。
供
物
を
さ
さ
げ
る
。『
孟
子
』
告
子
章
句
下
に
「
書
曰
、
享
多
儀
。
儀
不
及
物
、
曰
不
享
」
と
あ
る
。
○
多
儀　
礼
儀
を
手
厚
く
す
る
。「
儀
」
は
礼
儀
。「
多
」
は
厚
く
す
る
。
○
献
芹　
芹
を
た
て
ま
つ
る
。
人
に
品
物
を
贈
る
謙
辞
。
○
張
皇　
拡
張
し
て
宏
大
に
す
る
。
○
幽
眇　
玄
妙
の
理
。
○
志
趣　
こ
こ
ろ
ば
せ
。
○
暢
叙　
の
べ
あ
ら
わ
す
。
王
羲
之
「
蘭
亭
集
序
」
に
「
暢
叙
幽
情
」
と
あ
る
。
○
雅
懐　
風
雅
な
心
情
。
李
白
「
春
夜
宴
桃
李
園
序
」
に
「
不
有
佳
作
、
何
申
雅
懐
」
と
あ
る
。
【
補
説
】
は
じ
め
に
『
孟
子
』
が
引
く
『
書
経
』
洛
誥
の
一
節
を
（42）195
示
し
、
供
え
物
に
礼
儀
が
伴
う
大
切
さ
を
説
く
。
さ
ら
に
礼
儀
に
よ
っ
て
供
え
物
の
不
足
を
補
う
こ
と
に
及
ぶ
。
釈
菜
式
で
『
論
語
』
を
講
じ
、
詩
を
賦
す
こ
と
の
意
義
を
述
べ
る
。
（
4
）
想
夫
魯
論
、
五
経
之
管
轄
、
六
藝
喉
衿
、
不
可
不
読
。
允
大
聖
之
遺
訓
、
群
賢
之
要
語
、
何
可
不
識
。
因
茲
絶
章
分
篇
、
各
揚
舌
瀾
於
翰
海
之
風
、
角
材
抗
思
、
互
争
細
評
於
繭
糸
之
微
。
侃
侃
然
、
闇
闇
然
、
陋
室
之
栄
、
席
上
生
花
者
乎
。
（
想
ふ
に
夫
の
魯
論
は
、
五
経
の
管
く
わ
ん
轄かつ
、
六
藝
の
喉こう
衿きん
、
読
ま
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
允まことに
大
聖
の
遺
訓
、
群
賢
の
要
語
、
何
ぞ
識
ら
ざ
る
べ
け
ん
や
、
茲
に
因
り
て
章
を
絶
ち
篇
を
分
か
ち
て
、
各
々
舌
瀾
を
翰
海
の
風
に
揚
げ
、
角
材
思
ひ
を
抗
し
、
互
ひ
に
細
評
を
繭
糸
の
微
に
争
ふ
。
侃かん
侃かん
然ぜん
た
り
、
誾ぎん
誾ぎん
然ぜん
た
り
、
陋
室
の
栄
、
席
上
に
花
を
生
ず
る
者
か
。）
【
語
釈
】
○
魯
論　
今
文
論
語
の
一
本
。
漢
代
に
は
「
斉
論
」「
古
論
」「
魯
論
」
の
三
種
が
あ
っ
た
が
、
今
は
「
魯
論
」
し
か
残
っ
て
い
な
い
。
尺
五
ら
が
読
ん
だ
『
論
語
』
も
こ
の
系
統
に
属
す
る
。
○
輨
轄　
輨
（
車
の
轂
の
外
側
の
端
を
お
お
う
鉄
）
と
轄
（
車
軸
の
両
端
の
留
め
金
）。
大
切
な
と
こ
ろ
。
趙
岐
「
孟
子
題
辞
」
に
「
論
語
者
五
経
之
輨
轄
、
六
藝
之
喉
衿
」
と
あ
る
。
○
喉
衿　
の
ど
と
え
り
。
重
要
な
と
こ
ろ
。
○
角
材　
才
能
を
競
う
。
○
抗
思　
思
い
を
高
尚
に
す
る
。
○
繭
糸　
き
ぬ
い
と
。
○
侃
侃　
う
ち
と
け
る
さ
ま
。『
論
語
』
郷
党
に
「
朝
与
下
大
夫
言
、
侃
侃
如
也
、
与
上
大
夫
言
、
誾
誾
如
也
」
と
あ
る
。
○
誾
誾　
お
だ
や
か
に
是
非
を
説
明
す
る
さ
ま
。
○
陋
室　
せ
ま
く
き
た
な
い
家
。
○
生
花　
言
辞
を
善
く
す
る
喩
。
【
補
説
】
ま
ず
、
後
漢
の
趙
岐
『
孟
子
注
』
の
序
文
の
一
節
を
引
い
て
『
論
語
』
の
重
要
性
を
強
調
す
る
。『
論
語
』
郷
党
を
出
典
と
す
る
「
侃
侃
然
、
闇
闇
然
」
は
私
塾
尺
五
堂
の
雰
囲
気
を
示
す
言
葉
で
あ
ろ
う
。
（
5
）
矧
又
写
之
唐
詩
、
動
盪
精
神
、
共
馳
陳
蘇
庾
鮑
之
詞
苑
。
闕
之
楽
章
、
凝
定
寸
誠
、
志
及
程
楊
李
朱
之
降
臨
。
所
希
崇
儒
之
義
、
普
施
之
州
閭
郷
党
、
尊
道
之
旨
、
尽
渉
士
農
工
商
。
（
矧いは
ん
や
又
た
之
を
唐
詩
に
写
し
、
精
神
を
動
盪
し
て
共
に
陳
蘇
庾
鮑
が
詞
苑
に
馳
す
。
之
を
楽
章
に
闕
け
ば
、
寸
誠
を
凝
定
し
て
志
は
程
楊
李
朱
の
降
臨
に
及
ぶ
。
希
ふ
所
は
、
儒
を
崇
ぶ
の
義
、
普あま
ね
く
之
を
州
閭
郷
党
に
施
し
、
道
を
尊
ぶ
の
旨
、
尽
く
士
農
工
商
に
渉
ら
せ
ん
。）
【
語
釈
】
○
動
盪　
動
か
す
。
○
陳
蘇
庾
鮑　
初
唐
の
陳
子
昂
・
194（43）
蘇
頲
、
六
朝
の
庾
信
・
鮑
照
を
指
す
か
。
○
楽
章　
音
楽
に
用
い
る
歌
。
○
寸
誠　
自
分
の
真
心
の
謙
辞
。
○
程
楊
李
朱　
程
頤
・
楊
時
・
李
侗
・
朱
熹
。
○
州
閭
郷
党　
む
ら
ざ
と
。
郷
里
。『
礼
記
』
曲
礼
上
に
「
夫
為
人
子
者
、
三
賜
不
及
車
馬
、
故
州
閭
郷
党
称
其
孝
也
」
と
あ
る
。
【
補
説
】
詩
を
賦
し
、
儒
学
を
学
ぶ
意
義
を
敷
衍
し
て
述
べ
て
い
る
。
類
従
本
は
「
動
盪
精
神
」
以
下
に
数
句
脱
誤
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
疑
う
。
（
6
）
履
霜
至
堅
氷
。
涓
滴
不
止
、
将
成
巨
海
。
存
羊
不
毀
堂
、
讖
善
漸
積
、
奚
遠
聖
門
。
聊
裁
狂
斐
、
以
勧
学
業
、
云
爾
。
謹
序
。
（
霜
を
履
み
て
堅
氷
至
る
、
涓けん
滴てき
止
ま
ら
ざ
れ
ば
将
に
巨
海
と
成
ら
ん
と
す
。
羊
を
存
し
、
堂
を
毀
た
ず
、
讖
善
漸
く
積
む
。
奚
ぞ
聖
門
遠
か
ら
ん
。
聊
か
狂
斐
を
裁
し
、
以
て
学
業
を
勧
め
ん
、
爾しか
云
ふ
。
謹
み
て
序
す
。）
【
語
釈
】
○
履
霜
至
堅
氷　
霜
を
踏
ん
で
歩
く
時
期
を
へ
て
、
硬
い
氷
が
張
る
よ
う
に
な
る
。『
易
経
』
の
「
坤
」
の
卦
に
「
初
六　
履
霜
堅
氷
至
」
と
あ
る
。
○
涓
滴　
し
ず
く
。
○
存
羊　
愛
礼
存
羊
。
大
本
を
維
持
す
る
た
め
に
関
連
す
る
儀
礼
を
残
し
て
お
く
喩
。『
論
語
』
八
佾
の
「
子
貢
欲
告
朔
之
餼
羊
、
子
曰
、
賜
也
、
女
愛
其
羊
、
我
愛
其
礼
」
を
踏
ま
え
た
表
現
。
○
繊
善　
わ
ず
か
な
善
行
。
○
狂
斐　
志
が
遠
大
で
文
飾
あ
る
こ
と
。『
論
語
』
公
冶
長
に
「
子
在
陳
曰
、
帰
与
帰
与
、
吾
党
小
子
狂
簡
、
斐
然
為
章
、
不
知
所
以
裁
之
也
」
と
あ
る
。
【
補
説
】
学
業
を
積
み
重
ね
る
大
切
さ
、
古
い
儀
礼
を
存
続
す
る
意
義
を
述
べ
、
勧
学
の
言
葉
で
序
文
を
終
え
て
い
る
。
類
従
本
は
「
毀
」
の
あ
と
に
「
明
」
の
字
が
欠
け
て
い
る
と
推
定
す
る
。
四　
釈
菜
詩
十
八
首
　
「
仲
春
釈
菜
聴
講
論
語
同
賦
読
論
語
詩
幷
序
」（
内
閣
本
）
と
題
す
る
釈
菜
詩
に
関
し
て
、
国
会
本
は
尺
五
作
の
七
絶
一
首
し
か
載
せ
て
い
な
い
。
内
閣
本
は
尺
五
作
に
門
弟
た
ち
の
作
を
加
え
七
絶
十
八
首
を
収
録
す
る
。
こ
こ
で
は
内
閣
本
に
よ
り
、
そ
の
十
八
首
を
読
み
解
く
。
な
お
、
一
首
目
の
尺
五
作
に
つ
い
て
は
国
会
本
、
内
閣
本
に
お
い
て
詩
の
本
文
に
関
す
る
文
字
の
異
同
は
な
い）（1
（
。
以
下
①
～
⑱
の
数
字
の
下
に
写
本
に
示
す
作
者
名
を
記
す
。
括
弧
の
な
か
は
写
本
に
み
え
る
作
者
に
関
す
る
注
記
で
あ
る
。
①
昌
三
二
万
三
千
字
綴
瑛　
二
万
三
千　
字
瑛
を
綴
る
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春
風
開
卷
拂
塵
情　
春
風
に
巻
を
開
い
て
塵
情
を
払
ふ
青
衿
講
舌
瀾
飜
処　
青
衿
の
講
舌　
瀾
飜
す
る
処
隔
牅
似
賡
鶯
燕
声　

牅まど
を
隔
て
て
賡かう
す
る
に
似
た
り　
鶯
燕
の
声
に
【
韻
】
瑛
・
情
・
声
（
下
平
八
庚
）
【
語
釈
】
○
二
万
三
千　
『
論
語
』
を
い
う
。
用
い
ら
れ
た
字
数
に
よ
る
。
○
綴
瑛　
宝
玉
を
綴
る
。
○
青
衿　
学
生
。
○
瀾
飜　
言
辞
の
尽
き
な
い
さ
ま
。
○
賡　
つ
ぐ
。
他
人
と
詩
歌
を
贈
答
す
る
こ
と
を
「
賡
酬
」
と
い
う
。
結
句
は
「
窓
を
隔
て
て
聞
こ
え
る
鶯
や
燕
の
声
に
唱
和
し
て
い
る
か
の
よ
う
だ
」
の
意
。
【
補
説
】
作
者
昌
三
は
松
永
尺
五
。
②
昌
易
仲
脩
選
試
微
言
裏　
仲
脩
の
選
試　
微
言
の
裏
趙
普
勲
功
記
誦
餘　
趙
普
の
勲
功　
記
誦
の
餘
絵
句
絺
章
何
認
意　
絵くわい
句く
絺ち
章しや
う　
何
ぞ
意
を
認
め
ん
六
経
喉
舌
在
斯
書　
六
経
の
喉
舌　
斯
の
書
に
在
り
【
韻
】
餘
・
書
（
上
平
六
魚
）
【
語
釈
】
○
仲
脩　
趙
仲
脩
。
宋
の
人
。
の
ち
学
者
と
な
っ
た
李
衡
に
学
問
、
事
業
の
道
を
「
敬
事
而
信
、
節
用
而
愛
人
、
使
民
以
時
」（『
論
語
』
学
而
）
の
三
句
で
教
え
た
話
が
あ
る
（『
楽
庵
語
録
』）。
○
選
試　
官
に
選
び
試
み
る
。
○
微
言　
お
く
ふ
か
い
言
葉
。『
漢
書
』
藝
文
志
に
「
仲
尼
没
而
微
言
絶
」
と
あ
る
。
○
趙
普　
北
宋
の
宰
相
。
学
問
は
無
く
読
む
所
は
『
論
語
』
に
と
ど
ま
る
と
い
う
世
の
評
判
に
つ
い
て
太
宗
か
ら
問
わ
れ
た
時
に
、「
昔
其
の
半なかばを
以
て
太
祖
を
輔
け
て
天
下
を
定
む
、
今
其
の
半
を
以
て
陛
下
を
輔
け
て
太
平
を
致
さ
ん
」
と
答
え
た
話
が
あ
る
（『
鶴
林
玉
露
』）。
そ
こ
か
ら
「
半
部
論
語
治
天
下
」
と
い
う
成
語
が
出
来
た
。
○
勲
功　
て
が
ら
。
功
績
。
○
記
誦　
記
憶
し
て
口
に
そ
ら
ん
ず
る
。
○
絵
句
絺
章　
絺
章
絵
句
。
章
句
を
飾
り
つ
く
ろ
う
。
又
、
そ
の
章
句
。
○
六
経　
六
つ
の
経
書
。
易
・
詩
・
書
・
春
秋
・
礼
・
楽
。
○
喉
舌　
大
切
な
と
こ
ろ
。
○
斯
書　
『
論
語
』
を
さ
す
。
【
補
説
】
作
者
昌
易
は
尺
五
の
長
男
。
③
木
下
順
庵
三
献
升
堂
各
鞠
躬　
三
献　
升
堂　
各
々
鞠きく
躬きゆ
うす
魯
論
講
習
道
何
窮　
魯
論
の
講
習　
道
何
ぞ
窮
ま
ら
ん
孔
門
忠
恕
万
殊
本　
孔
門
の
忠
恕　
万
殊
の
本
趙
氏
乾
坤
半
部
中　
趙
氏
の
乾
坤　
半
部
の
中
【
韻
】
躬
・
窮
・
中
（
上
平
一
東
）
【
語
釈
】
○
三
献　
酒
を
三
度
献
ず
る
釈
菜
の
礼
。
○
升
堂　
堂
192（45）
に
上
る
。
○
鞠
躬　
身
を
か
が
め
つ
つ
し
む
さ
ま
。
○
魯
論　
『
論
語
』。
○
講
習　
学
ぶ
。「
講
」
も
習
の
意
。
○
忠
恕　
ま
ご
こ
ろ
と
思
い
や
り
。
孔
子
の
説
い
た
仁
の
基
本
。『
論
語
』
里
仁
に
「
曽
子
曰
、
夫
子
之
道
、
忠
恕
而
已
矣
」。
○
趙
氏　
趙
普
。
○
乾
坤　
天
と
地
。
結
句
は
趙
普
に
関
す
る
話
「
半
部
論
語
治
天
下
」
を
踏
ま
え
、
転
句
と
対
句
仕
立
て
に
し
て
い
る
。
④
瀧
川
玄
育
（
昌
楽
軒
）
功
賢
堯
舜
徳
容
優　
功
賢
の
堯
舜　
徳
容
優
れ
薦
菜
春
丁
尚
席
周　
菜
を
薦すす
む
る
春
丁　
尚
ほ
席
周しう
す
政
道
彝
倫
懸
魯
典　
政
道
の
彝
倫　
魯
典
に
懸
り
勧
懲
鍳
戒
述
春
秋　
勧
懲
の
鍳
戒　
春
秋
に
述
ぶ
【
韻
】
優
・
周
・
秋
（
下
平
十
一
尤
）
【
語
釈
】
○
堯
舜　
古
代
の
聖
天
子
。
堯
帝
と
舜
帝
。
○
徳
容　
徳
の
高
い
人
の
姿
。
○
春
丁　
二
月
の
初
め
の
丁
の
日
。
こ
の
日
に
釈
奠
、
釈
菜
の
礼
を
行
な
う
。
○
周　
親
し
む
。『
論
語
』
為
政
に
「
子
曰
、
君
子
周
而
不
比
、
小
人
比
而
不
周
」
と
あ
る
。
○
彝
倫　
人
の
守
る
べ
き
常
の
道
。
○
魯
典　
『
論
語
』。
○
勧
懲　
勧
善
懲
悪
の
略
。
善
を
す
す
め
悪
を
こ
ら
す
。
○
鍳
戒　
い
ま
し
め
。
○
春
秋　
書
名
。
魯
の
年
代
記
。
⑤
平
岩
仙
桂
書
部
乾
々
雖
弋
釣　
書
部
乾
　々
弋よく
て
う釣
す
と
雖
も
年
来
餘
力
又
何
徼　
年
来
の
餘
力　
又
た
何
を
か
徼もと
め
ん
閑
窓
口
吻
生
花
処　
閑
窓　
口
吻
に
花
を
生
ず
る
処
更
信
趙
公
扶
宋
朝　
更
に
信
ず　
趙
公
の
宋
朝
を
扶
け
し
を
【
韻
】
徼
・
朝
（
下
平
二
蕭
）
【
語
釈
】
○
乾
　々
自
分
で
努
力
し
て
怠
ら
な
い
さ
ま
。『
易
』
乾
の
九
三
の
卦
に
「
君
子
終
日
乾
乾
、
夕
惕
若
、
厲
无
咎
」
と
あ
る
。
○
弋
釣　
い
ぐ
る
み
で
鳥
を
と
ら
え
、
釣
針
で
魚
を
と
ら
え
る
。『
論
語
』
述
而
に
「
子
釣
而
不
綱
、
弋
不
射
宿
」
と
あ
る
。
○
餘
力　
余
裕
。『
論
語
』
学
而
に
「
汎
愛
衆
而
親
仁
、
行
有
餘
力
、
則
以
学
文
」
と
あ
る
。
○
口
吻
生
花　
立
派
な
言
葉
を
出
す
こ
と
の
喩
。
又
、
詩
歌
を
吟
ず
る
こ
と
の
喩
。
○
趙
公　
趙
普
を
い
う
。⑥
昌
堅
春
日
読
書
翰
墨
場　
春
日
読
書
す　
翰
墨
の
場
大
哉
孔
聖
道
無
量　
大
な
る
哉　
孔
聖
の
道
の
無
量
な
る
は
勿
嘆
陳
蔡
絶
糧
厄　
嘆
く
勿
れ　
陳
蔡
絶
糧
の
厄やく
只
自
期
窮
行
益
彰　

只
だ
自
ら
期
す　
窮
し
て
行
益
々
彰あき
ら
か
な
る
を
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【
韻
】
場
・
量
・
彰
（
下
平
七
陽
）
【
語
釈
】
○
翰
墨
場　
文
章
を
作
る
場
所
。
杜
甫
「
壮
遊
」
詩
に
「
往
昔
十
四
五
、
出
遊
翰
墨
場
」
と
あ
る
。
○
孔
聖　
孔
子
の
尊
称
。
○
無
量　
は
か
る
こ
と
の
で
き
な
い
ほ
ど
莫
大
な
こ
と
。
○
陳
蔡
絶
糧
厄　
孔
子
が
流
浪
の
途
中
、
陳
蔡
の
野
で
囲
ま
れ
、
食
糧
も
途
絶
え
て
苦
し
ん
だ
話
。
陳
は
今
の
河
南
省
中
部
に
あ
っ
た
小
国
。
蔡
は
そ
の
南
の
国
。『
論
語
』
衛
霊
公
に
「
在
陳
絶
糧
、
従
者
病
莫
能
興
、
子
路
慍
見
曰
、
君
子
亦
有
窮
乎
、
子
曰
、
君
子
固
窮
、
小
人
窮
斯
濫
矣
」
と
あ
る
。
⑦
林
厚
庵
昼
誦
宵
思
覚
徳
声　
昼
誦
宵
思　
徳
声
を
覚
え
平
心
易
心
積
霜
星　
平
心
易い
心しん　
霜
星
を
積
む
漢
儒
底
事
為
人
笑　
漢
儒　
底なに
事ごと
ぞ　
人
の
笑
ひ
と
為
る
錯
把
法
言
方
聖
経　
錯あやまり
て
法
言
を
把
り
て
聖
経
に
方くら
ぶ
【
韻
】
声
（
下
平
八
庚
）
星
・
経
（
下
平
九
青
）
通
押
【
語
釈
】
○
徳
声　
徳
が
高
い
と
い
う
ほ
ま
れ
。
○
易
心　
穏
や
か
な
心
。
○
霜
星　
年
月
の
意
の
「
星
霜
」
を
韻
の
関
係
で
逆
に
し
た
か
。
○
漢
儒　
漢
代
の
儒
者
。
○
法
言　
前
漢
の
揚
雄
の
著
。『
論
語
』
を
模
し
、
王
道
を
論
じ
、
道
徳
に
よ
る
政
治
を
説
い
た
。
漢
代
に
は
『
孟
子
』『
荀
子
』
に
次
ぐ
も
の
と
し
て
尊
重
さ
れ
た
が
、
南
宋
の
二
程
子
・
朱
子
ら
は
重
視
せ
ず
、
以
後
評
価
は
低
く
な
っ
た
。
○
聖
経　
聖
人
の
著
し
た
書
。
儒
教
の
経
典
。
⑧
安
東
省
庵
礼
容
儼
粛
仰
儒
風　
礼
容
儼
粛　
儒
風
を
仰
ぐ
丁
日
繙
経
共
折
衷　

丁
日　
経
を
繙
き
て　
共
に
衷ちゆうを
折
す
正
識
終
身
堪
誦
処　
正
に
識
る　
終
身
誦
す
る
に
堪
ふ
る
処
懐
安
老
少
一
言
中　
安
き
を
懐
ふ　
老
少
一
言
の
中
【
韻
】
風
・
衷
・
中
（
上
平
一
東
）
【
語
釈
】
○
礼
容　
礼
儀
の
正
し
い
動
作
。
○
儼
粛　
お
ご
そ
か
な
さ
ま
。
○
儒
風　
儒
者
の
風
習
。
○
丁
日　
ひ
の
と
の
日
。
○
折
衷　
取
捨
選
択
し
て
取
り
入
れ
る
。
○
老
少　
老
人
と
若
者
。
⑨
医
生　
道
三
風
俗
陵
夷
不
用
愁　
風
俗
の
陵
夷　
愁
ふ
る
を
用
ひ
ず
昔
年
孔
聖
已
乗
桴　
昔
年　
孔
聖　
已
に
桴いかだに
乗
る
曲
肱
飲
水
是
真
楽　
肱うで
を
曲
げ
て
水
を
飲
む
は
是
れ
真
楽
豈
比
人
間
万
戸
侯　
豈
に
比
せ
ん　
人じん
間かん
の
万
戸
侯
に
【
韻
】
愁
・
桴
・
侯
（
下
平
十
一
尤
）
【
語
釈
】
○
風
俗　
そ
の
土
地
の
な
ら
わ
し
。
○
陵
夷　
物
事
が
次
第
に
衰
え
る
こ
と
。
○
乗
桴　
い
か
だ
に
乗
る
。『
論
語
』
公
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冶
長
に
「
子
曰
、
道
不
行
、
乗
桴
浮
于
海
」
と
あ
る
。
○
曲
肱　
う
で
を
曲
げ
て
枕
と
す
る
。
転
句
は
『
論
語
』
述
而
の
「
子
曰
、
飯
疏
食
飲
水
、
曲
肱
而
枕
之
、
楽
亦
在
其
中
矣
」
を
踏
ま
え
た
表
現
。
○
真
楽　
真
の
楽
し
み
。
○
人
間　
人
の
世
。
世
間
。
○
万
戸
侯　
一
万
の
戸
数
の
領
土
を
持
つ
大
諸
侯
。
⑩
玄
三
時
習
聖
経
精
耐
研　
時
習
の
聖
経　
精
研
す
る
に
耐
ふ
故
知
李
氏
嘆
茫
然　

故
に
知
る　
李
氏
の
嘆
き
て
茫
然
た
る
を
至
仁
施
及
幾
千
載　
至
仁　
施
及
す
る
こ
と
幾
千
載
享
祀
蘋
蘩
二
月
天　
享
祀
す　
蘋
蘩　
二
月
の
天
【
韻
】
研
・
然
・
天
（
下
平
一
先
）
【
語
釈
】
○
時
習　
常
に
復
習
す
る
。
又
し
か
る
べ
き
時
に
復
習
す
る
。『
論
語
』
学
而
に
「
子
曰
、
学
而
時
習
之
、
不
亦
説
乎
」。
○
聖
経　
聖
人
の
あ
ら
わ
し
た
経
書
。
儒
教
の
経
典
。
○
精
耐
研　
深
奥
な
理
を
究
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
○
李
氏　
老
子
を
い
う
か
。
老
子
の
姓
は
李
、
名
は
耳
（『
史
記
』
老
荘
申
韓
伝
）。『
荘
子
』
天
道
に
仁
義
を
説
く
孔
子
に
対
し
、
老
子
が
嘆
声
を
発
す
る
場
面
が
あ
る
。
○
至
仁　
最
高
の
仁
徳
。
○
施
及　
し
き
及
ぼ
す
。
○
享
祀　
物
を
そ
な
え
て
神
を
ま
つ
る
。
○
蘋
蘩　
う
き
く
さ
と
し
ろ
よ
も
ぎ
。
釈
菜
の
供
え
物
。
⑪
垕
亝
至
仁
徳
沢
遍
乾
坤　
至
仁
の
徳
沢　
乾
坤
に
遍あまねし
措
大
儒
門
講
魯
論　
措
大　
儒
門
に
魯
論
を
講
ず
道
統
伝
来
千
載
後　
道
統
の
伝
来　
千
載
の
後
長
教
聖
学
到
今
尊　

長
く
聖
学
を
教
へ
今
に
到
る
ま
で
尊
ば
る
【
韻
】
坤
・
論
・
尊
（
上
平
十
三
元
）
【
語
釈
】
○
至
仁　
最
高
の
仁
徳
。
○
徳
沢　
め
ぐ
み
。
恩
沢
。
○
措
大　
貧
士
。
貧
乏
書
生
。
○
魯
論　
『
論
語
』
を
い
う
。
○
道
統　
上
古
以
来
の
聖
賢
の
系
統
。
韓
愈
「
原
道
」
に
始
ま
り
、
宋
儒
に
よ
っ
て
唱
え
ら
れ
た
。
○
聖
学　
聖
人
の
道
を
修
め
る
学
問
。
儒
教
を
い
う
。
⑫
正
策
研
精
覃
思
惜
三
餘　
研
精
覃
思　
三
餘
を
惜
し
む　
大
聖
遺
言
十
巻
書　
大
聖
の
遺
言　
十
巻
の
書
汗
牛
充
棟
何
足
読　
汗
牛
充
棟　
何
ぞ
読
む
に
足
ら
ん
や
也
知
時
習
在
従
初　

也
た
知
る　
時
習
は
初
め
に
従
ふ
に
在
り
と
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【
韻
】
餘
・
書
・
初
（
上
平
六
魚
）
【
語
釈
】
○
研
精　
深
奥
な
理
を
き
わ
め
る
。
詳
し
く
研
究
す
る
。
孔
安
国
「
尚
書
序
」
に
「
於
是
遂
研
精
覃
思
、
博
考
経
籍
、
採
摭
群
言
」
と
あ
る
。
○
覃
思　
思
い
を
深
く
す
る
。
深
く
思
う
。
○
三
餘　
学
問
に
励
む
べ
き
三
つ
の
ひ
ま
な
時
。
冬
（
年
の
餘
）、
夜
（
日
の
餘
）、
雨
（
時
の
餘
）。
○
大
聖　
最
高
の
聖
人
。
こ
こ
で
は
孔
子
を
指
す
。
○
十
巻
書　
『
論
語
』
を
い
う
。
○
汗
牛
充
棟　
蔵
書
の
多
い
喩
。
○
時
習　
常
に
復
習
す
る
。
又
し
か
る
べ
き
時
に
復
習
す
る
。
⑬
玄
求
遺
編
読
破
有
精
神　
遺
編　
読
破
す
る
に　
精
神
有
り
千
歳
儒
風
興
起
人　
千
歳
の
儒
風　
人
を
興
起
す
世
上
巧
名
尤
可
愧　
世
上
の
巧
名　
尤
も
愧
づ
べ
し
正
知
原
子
処
窮
貧　
正
に
知
る　
原
子
の
窮
貧
に
処
り
し
を
【
韻
】
神
・
人
・
貧
（
上
平
十
一
真
）
【
語
釈
】
○
遺
編　
先
人
の
残
し
た
著
述
。
○
有
精
神　
心
の
生
き
生
き
と
し
た
働
き
が
あ
る
。
○
儒
風　
儒
者
の
風
習
。
○
興
起　
感
動
し
て
奮
い
立
た
す
。
○
世
上　
こ
の
世
。
世
間
。
○
功
名　
功
績
と
名
声
。
○
原
子　
原
憲
。
孔
子
の
弟
子
。
字
は
子
思
。
生
涯
清
貧
を
通
し
た
。『
蒙
求
』
の
標
題
に
「
原
憲
桑
樞
」
が
あ
る
。
⑭
三
益
読
書
字
々
理
分
明　
読
書
の
字
　々
理
分
明
な
り
辯
惑
闕
疑
事
細
評　
辯
惑　
闕
疑　
細
評
を
事
と
す
夫
子
畏
匡
雖
処
困　

夫
子　
匡きやうに
畏
れ　
困
に
処を
る
と
雖
も
聖
哉
伝
道
道
猶
亨　
聖
な
る
か
な　
伝
道
の
道
猶
ほ
亨とほ
る
【
韻
】
明
・
評
・
亨
（
下
平
八
庚
）
【
語
釈
】
○
辯
惑　
「
辨
惑
」
に
同
じ
。
迷
い
を
さ
と
す
。
疑
問
を
取
り
除
く
。『
論
語
』
顔
淵
に
「
子
張
問
崇
徳
辨
惑
」
と
あ
る
。
○
闕
疑　
疑
わ
し
い
も
の
は
そ
の
ま
ま
残
し
て
お
く
。『
論
語
』
為
政
に
「
子
張
学
干
禄
、
子
曰
、
多
聞
闕
疑
、
慎
言
其
餘
、
則
寡
尤
」
と
あ
る
。
○
細
評　
細
か
に
批
評
す
る
。
○
夫
子　
孔
子
。
○
畏
匡　
匡
と
い
う
土
地
で
恐
ろ
し
い
目
に
あ
う
。『
論
語
』
子
罕
に
「
子
畏
於
匡
」
と
あ
る
。
○
伝
道　
聖
賢
の
教
え
を
世
に
伝
え
る
。
韓
愈
「
師
説
」
に
「
古
之
学
者
必
有
師
、
師
者
所
以
伝
道
授
業
解
惑
也
」
と
あ
る
。
⑮
玄
求
録
仁
記
徳
自
巍
巍　
仁
を
録
し
徳
を
記
し　
自
ら
巍ぎ
ぎ々
た
り
携
巻
毎
憂
難
尽
微　

巻
を
携
へ
毎
に
憂
ふ　
微
を
尽
し
難
き
を
美
玉
正
当
初
韞
匱　

美
玉　
正
に
初
め
て
匱ひつ
に
韞おさ
む
る
に
当
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た
る
六
経
輨
轄
積
光
輝　
六
経
の
輨
く
わ
ん
轄かつ　
光
輝
積
む
【
韻
】
巍
・
微
・
輝
（
上
平
五
微
）
【
語
釈
】
○
仁　
儒
家
に
お
け
る
最
高
の
徳
目
。
○
徳　
社
会
に
お
い
て
正
し
い
も
の
と
評
価
さ
れ
る
行
動
規
範
。
○
巍
巍　
高
く
大
き
な
さ
ま
。『
論
語
』
泰
伯
に
「
子
曰
、
大
哉
、
堯
之
為
君
也
、
巍
巍
乎
唯
天
為
大
」
と
あ
る
。
○
美
玉　
う
る
わ
し
い
玉
。
○
韞
匱　
ひ
つ
の
中
に
し
ま
っ
て
お
く
。『
論
語
』
子
罕
に
「
子
貢
曰
、
有
美
玉
於
斯
、
韞
匱
而
蔵
諸
、
求
善
賈
而
沽
諸
、
子
曰
、
沽
之
哉
、
沽
之
哉
、
我
待
賈
者
也
」
と
あ
る
。
○
六
経　
六
つ
の
経
書
。
易
・
詩
・
書
・
春
秋
・
礼
・
楽
。
○
輨
轄　
輨
と
轄
。
大
切
な
と
こ
ろ
。
詩
序
に
既
出
。
⑯
正
利
（
今
佐
野
了
心
）
時
習
平
生
苟
志
仁　
時
習　
平
生　
苟まことに
仁
に
志
こ
こ
ろ
ざせ
ば
世
間
栄
辱
不
関
身　
世
間
の
栄
辱　
身
に
関
せ
ず
聖
容
千
歳
温
良
徳　
聖
容　
千
歳　
温
良
の
徳
仰
望
儒
風
日
々
新　
仰
ぎ
望
む　
儒
風
の
日
々
新
た
な
る
を
【
韻
】
仁
・
身
・
新
（
上
平
十
一
真
）
【
語
釈
】
○
時
習　
常
に
復
習
す
る
。
又
し
か
る
べ
き
時
に
復
習
す
る
（『
論
語
』
学
而
）。
○
平
生　
ふ
だ
ん
。『
論
語
』
憲
問
に
「
久
要
不
忘
平
生
之
言
、
亦
可
以
為
成
人
矣
」。
○
志
仁　
仁
を
目
ざ
す
。『
論
語
』
里
仁
に
「
子
曰
、
苟
志
於
仁
矣
、
無
悪
也
」。
○
聖
容　
聖
人
の
姿
。
こ
こ
で
は
孔
子
を
言
う
か
。
○
温
良　
温
和
で
素
直
な
こ
と
。『
論
語
』
学
而
に
「
夫
子
温
良
恭
倹
譲
以
得
之
」。⑰
右
衛
門
尉
（
山
形
隼
人
息
）
杏
壇
祀
奠
絶
風
塵　
杏
壇
の
祀
奠　
風
塵
を
絶
つ
各
講
魯
論
儒
教
新　
各
々
魯
論
を
講
じ
て
儒
教
新
た
な
り
初
識
聖
賢
仁
豈
遠　

初
め
て
聖
賢
を
識
る　
仁
豈
に
遠
か
ら
ん
や
半
天
繊
月
舜
何
人　
半
天
の
繊
月　
舜
何なん
人びと
ぞ
や
【
韻
】
塵
・
新
・
人
（
上
平
十
一
真
）
【
語
釈
】
○
杏
壇　
孔
子
教
授
堂
の
遺
址
。
土
を
盛
っ
て
壇
と
し
、
周
囲
に
杏
の
木
を
植
え
た
。
の
ち
、
転
じ
て
講
学
の
所
を
い
う
。
○
祀
奠　
酒
食
を
そ
な
え
て
ま
つ
る
。
○
風
塵　
俗
世
界
。
○
魯
論　
『
論
語
』
を
い
う
。
○
仁
豈
遠　
仁
は
遠
く
に
あ
る
も
の
で
は
な
い
。『
論
語
』
述
而
に
「
子
曰
、
仁
遠
乎
哉
、
我
欲
仁
、
斯
仁
至
矣
」
と
あ
る
。
○
舜
何
人　
舜
は
い
か
な
る
人
な
の
か
。
『
孟
子
』
滕
文
公
上
に
「
顔
淵
曰
、
舜
何
人
也
、
予
何
人
也
、
有
為
者
亦
如
是
」
と
あ
る
。
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⑱
康
勝
聖
言
及
□※
与
真
同　
聖
言　
□
に
及
び
て　
真
と
同
じ
洙
泗
遺
風
日
本
東　
洙
泗
の
遺
風　
日
本
の
東
二
十
篇
中
時
習
句　
二
十
篇
中　
時
習
の
句
あ
り
古
今
高
仰
感
麟
翁　
古
今
高
く
仰
ぐ　
感
麟
翁
【
韻
】
同
・
東
・
翁
（
上
平
一
東
）
【
語
釈
】
○
聖
言　
聖
人
の
こ
と
ば
。
孔
子
の
こ
と
ば
。
○
洙
泗　
洙
水
と
泗
水
。
と
も
に
孔
子
の
故
郷
の
曲
阜
を
流
れ
る
川
。
孔
子
が
こ
の
地
で
門
人
に
教
え
た
こ
と
か
ら
、
孔
子
の
学
お
よ
び
そ
の
学
統
の
意
と
も
な
る
。
○
二
十
篇　
『
論
語
』
を
い
う
。
○
時
習
句　
『
論
語
』
学
而
の
「
子
曰
、
学
而
時
習
之
、
不
亦
説
乎
」
を
い
う
。
○
感
麟
翁　
孔
子
を
い
う
。
魯
の
哀
公
十
四
年
、
哀
公
は
西
方
に
狩
り
を
し
て
麒
麟
を
得
た
。
孔
子
は
乱
世
で
聖
王
が
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
麒
麟
が
現
れ
た
こ
と
に
感
じ
て
『
春
秋
』
を
編
纂
し
た
と
い
わ
れ
る
（『
史
記
』
孔
子
世
家
）。
【
補
説
】
起
句
に
は
欠
字
が
あ
る
。
類
従
本
が
推
定
す
る
よ
う
に
、
「
及
」
と
「
与
」
の
間
に
不
明
の
一
字
が
入
る
の
で
あ
ろ
う
。
　
詩
序
に
あ
る
よ
う
に
以
上
の
十
八
首
は
釈
菜
に
お
け
る
『
論
語
』
の
講
論
を
聴
い
た
上
で
の
作
詩
で
あ
る
。
そ
の
特
徴
は
い
く
つ
か
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
・
釈
菜
の
儀
礼
を
詠
む
…
③
「
三
献
升
堂
各
鞠
躬
」、
④
「
薦
菜
」、
⑧
「
礼
容
儼
粛
」、
⑩
「
享
祀
蘋
蘩
」、
⑰
「
杏
壇
祀
奠
」
・
釈
菜
の
講
論
を
詠
む
…
①
「
青
衿
講
舌
瀾
飜
処
」、
③
「
魯
論
講
習
」、
⑧
「
繙
経
共
折
衷
」、
⑪
「
措
大
儒
門
講
魯
論
」、
⑰
「
各
講
魯
論
儒
教
新
」
・
日
常
の
学
習
の
様
子
を
詠
む
…
⑦
「
昼
誦
宵
思
覚
徳
声
」
「
平
心
易
心
積
霜
星
」、
⑫
「
研
精
覃
思
惜
三
餘
」
・『
論
語
』
に
見
え
る
故
事
を
詠
む
…
⑥
「
陳
蔡
絶
糧
」、
⑨
「
乗
桴
」「
曲
肱
・
飲
水
」、
⑭
「
夫
子
畏
匡
雖
処
困
」、
⑮
「
美
玉
正
当
初
韞
匱
」
・『
論
語
』
に
関
連
す
る
人
物
・
書
籍
を
詠
む
…
②
「
仲
脩
」、
②
③
⑤
「
趙
普
」、
⑦
「
法
言
」、
⑬
「
原
憲
」
・『
論
語
』
の
思
想
上
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
詠
む
…
③
「
忠
」、
③
「
恕
」、
⑮
⑯
⑰
「
仁
」、
⑮
⑯
「
徳
」
　
そ
の
他
、『
論
語
』
の
本
文
が
直
ち
に
思
い
浮
か
ぶ
キ
ー
ワ
ー
ド
「
時
習
」（
⑩
⑫
⑯
⑱
）、「
巍
巍
」（
⑮
）「
温
良
」（
⑯
）
な
ど
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
指
摘
で
き
よ
う
。
ま
た
、
書
籍
の
構
成
に
よ
っ
て
『
論
語
』
を
示
す
「
二
万
三
千
字
」（
①
）、「
十
巻
」
（
⑫
）、「
二
十
篇
」（
⑱
）
と
い
っ
た
技
法
も
認
め
ら
れ
る
。
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お
わ
り
に
　
『
延
喜
式
』
で
は
釈
奠
の
儀
礼
に
つ
い
て
、
祭
る
対
象
の
「
十
一
座
」
や
「
礼
器
」「
献
官
」
等
を
説
明
し
た
あ
と
、「
陳
設
」「
饋
享
」「
講
論
」
の
順
で
式
の
詳
細
を
記
す
。
そ
の
「
講
論
」
に
関
し
て
は
、
七
経
輪
転
講
説
と
い
っ
て
、『
孝
経
』『
礼
記
』『
詩
経
』
『
書
経
』『
論
語
』『
易
経
』『
左
伝
』
の
七
経
を
毎
回
一
経
ず
つ
輪
転
し
講
説
す
る
日
本
独
自
の
方
法
が
、『
延
喜
式
』
の
成
立
す
る
前
の
承
和
年
間
（
八
三
四
～
八
四
八
）
の
頃
か
ら
み
ら
れ
る
と
い
う）（1
（
。
　
菅
原
道
真
の
『
菅
家
文
草
』
に
は
釈
奠
の
場
で
詠
ま
れ
た
詩
を
十
二
首
収
め
る）（1
（
。
そ
の
う
ち
『
論
語
』
が
講
ぜ
ら
れ
た
時
の
作
が
二
首
見
え
る
。
一
首
は
「
仲
春
釈
奠
聴
講
論
語
（
仲
春
釈
奠
、
論
語
を
講
ず
る
を
聴
く
）」
と
題
す
る
五
律
で
、
川
口
氏
は
貞
観
十
二
年
（
八
七
〇
）
二
月
上
丁
の
釈
奠
の
際
の
詩
と
推
定
す
る
が
、
貞
観
七
年
の
可
能
性
も
あ
る
と
し
て
い
る）（1
（
。
も
う
一
首
は
「
仲
春
釈
奠
聴
講
論
語
同
賦
為
政
以
徳
（
仲
春
釈
奠
、
論
語
を
講
ず
る
を
聴
き
、
同
じ
く
「
政
を
為
す
に
徳
を
以
て
す
」
を
賦
す
）」
と
題
す
る
七
絶
で
、
川
口
氏
は
寛
平
七
年
（
八
九
五
）
二
月
九
日
の
釈
奠
の
際
の
詩
と
推
定
す
る）11
（
。
　
後
者
は
、
詩
題
か
ら
『
論
語
』
為
政
の
冒
頭
の
章
「
子
曰
、
為
政
以
徳
、
譬
如
北
辰
居
其
所
、
而
衆
星
共
之
」
が
講
論
の
対
象
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
以
下
、
そ
の
七
絶
を
引
く
。
君
政
万
機
此
一
経　
君
が
政
ま
つ
り
ご
との
万
機　
此
の
一
経
乗
龍
不
忘
始
収
蛍　

龍
に
乗
じ
て
忘
れ
ず　
始
め
て
蛍
を
収
め
た
ま
ひ
し
こ
と
を
北
辰
高
処
無
為
徳　
北
辰
高
き
処　
無
為
の
徳
疑
是
明
珠
作
衆
星　

疑
う
ら
く
は
是
れ
明
珠
の
衆
星
と
作
り
し
か
と
　
講
ぜ
ら
れ
た
『
論
語
』
為
政
の
一
章
に
相
応
じ
た
詩
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
　
島
田
忠
臣
の
『
田
氏
家
集
』
に
も
「
仲
春
釈
奠
聴
講
論
語
同
賦
為
政
以
徳
」
と
い
う
同
じ
題
の
詩
が
あ
り
、
道
真
詩
と
同
じ
席
で
の
作
と
推
定
さ
れ
る）1（
（
。
そ
の
七
絶
を
引
く
。
政
帰
於
徳
徳
為
隣　
政
は
徳
に
帰
し　
徳
は
隣
を
為
す
猶
若
衆
星
拱
北
辰　
猶
ほ
衆
星
の
北
辰
に
拱
す
る
が
若
し
今
日
神
農
何
処
廟　
今
日　
神
農　
何
処
に
か
廟
あ
ら
む
無
顔
拝
奠
孔
堂
春　
拝
奠
す
る
顔
無
し　
孔
堂
の
春
（52）185
　
こ
の
詩
も
講
ぜ
ら
れ
た
『
論
語
』
為
政
の
一
章
に
相
応
じ
た
詩
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
　
一
方
、
尺
五
堂
で
詠
ま
れ
た
十
八
首
の
内
容
は
多
岐
に
渡
っ
て
い
る
。
詩
の
内
容
の
す
べ
て
を
網
羅
す
る
よ
う
な
講
論
が
行
な
わ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
は
難
し
い
。
作
詩
の
条
件
が
緩
く
、『
論
語
』
に
言
及
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
よ
う
な
縛
り
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か）11
（
。
　
先
に
引
い
た
内
閣
文
庫
所
蔵
の
『
釈
奠
儀
例
』
に
は
尺
五
の
手
に
な
る
慶
安
四
年
の
釈
菜
の
祝
文
も
収
め
ら
れ
て
お
り
、
当
日
の
式
の
様
子
を
伝
え
る
言
葉
が
見
え
る
。「
維
時
慶
安
辛
卯
仲
春
九
日
正
当
初
丁
大
昕
後
学
昌
三
与
一
二
文
友
謹
以
芹
藻
清
酌
之
菲
供
奉
奠
先
師
孔
子
之
神
位
…
（
維こ
れ
時
に
慶
安
辛
卯
仲
春
九
日
、
正
に
初
丁
に
当
た
る
。
大たい
昕きん
、
後
学
の
昌
三
、一
二
の
文
友
と
謹
み
て
芹
藻
・
清
酌
の
菲
供
を
以
て
先
師
孔
子
の
神
位
を
奠まつ
り
奉
る
…
）」
と
い
う
冒
頭
の
言
葉
は
、
二
月
九
日
の
「
大
昕
（
夜
明
け
）」
に
儀
式
を
行
な
っ
た
こ
と
、
謙
辞
で
も
あ
ろ
う
が
、「
菲
供
（
質
素
な
供
物
）」
を
捧
げ
た
さ
さ
や
か
な
儀
式
で
あ
っ
た
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。
註
（
（
）
猪
口
篤
志
、
俣
野
太
郎
『
藤
原
醒
窩
・
松
永
尺
五
』（
叢
書
・
日
本
の
思
想
家
①
、
明
徳
出
版
社
、
昭
和
五
十
七
年
）


徳
田
武
『
尺
五
堂
先
生
全
集
』
解
題
・
解
説　
三
、
尺
五
略
年
譜
（『
近
世
儒
家
文
集
集
成　
第
十
一
巻　
尺
五
堂
先
生
全
集
』
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
〇
年
）


な
お
、
尺
五
と
貞
徳
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
小
高
敏
郎
『
新
訂　
松
永
貞
徳
の
研
究
』（
臨
川
書
店
、
昭
和
六
十
三
年
）
が
詳
し
い
。
（
（
）
原
念
斎
『
先
哲
叢
談
』
に
は
、
十
八
歳
の
時
に
秀
頼
に
謁
し
て
『
大
学
』
を
講
じ
た
と
あ
る
。
（
（
）
徳
田
武
『
尺
五
堂
先
生
全
集
』
解
題
・
解
説　
一
、
書
誌
と
諸
本
の
性
格
（『
近
世
儒
家
文
集
集
成　
第
十
一
巻　
尺
五
堂
先
生
全
集
』
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
（
（
）
『
続
々
群
書
類
従　
第
十
三
詩
文
部
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
昭
和
四
十
五
年
）
（
（
）
翠
川
文
子
「
三
条
西
実
隆
の
釈
奠
詩
会
―
三
条
西
家
所
蔵
釈
奠
詩
懐
紙
の
紹
介
を
か
ね
て
―
」（『
季
刊　
文
学
・
語
学
』
第
五
十
七
号
、
三
省
堂
、
昭
和
四
十
五
年
九
月
）
に
よ
れ
ば
、
一
四
六
〇
年
代
に
廃
絶
し
た
こ
と
は
確
か
だ
と
い
う
。
な
お
、
廃
絶
後
も
宮
中
以
外
の
場
所
で
釈
奠
関
連
の
行
事
が
行
な
わ
れ
た
例
は
あ
り
、
永
正
二
年
（
一
五
〇
五
）
か
ら
十
四
年
に
か
け
て
三
条
西
実
隆
が
主
催
し
、
自
宅
で
十
四
回
行
な
わ
れ
た
「
釈
奠
詩
会
」
の
こ
と
を
翠
川
氏
は
紹
介
し
て
い
る
。
（
（
）
釈
奠
・
釈
菜
の
概
説
に
つ
い
て
は
主
に
以
下
の
論
文
、
著
書
を
参
考
に
し
た
。


弥
永
貞
三
「
古
代
の
釈
奠
に
つ
い
て
」（
坂
本
太
郎
博
士
古
稀
記
念
会
編
『
続
日
本
古
代
史
論
集　
下
巻
』
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
四
十
七
年
）


須
藤
敏
夫
「
近
世
日
本
釈
奠
の
研
究
」（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
一
184（53）
年
）
（
（
）
『
通
典
』
巻
五
十
三
、
礼
十
三
（
（
）
市
原
亨
吉
・
今
井
清
・
鈴
木
隆
一
『
礼
記
（
上
）』（
全
釈
漢
文
大
系
（（
、
集
英
社
、
昭
和
五
十
一
年
）
（
（
）
『
大
唐
開
元
禮　
附
大
唐
郊
祀
錄
』（
汲
古
書
院
、
昭
和
四
十
七
年
）
（
（0
）
『
続
日
本
紀　
一
』（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
（（
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
）
（
（（
）
『
続
日
本
紀　
四
』（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
（（
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
年
）
（
（（
）
『
延
喜
式
』
巻
二
十
「
大
学
寮
釈
奠
条　
饋
享
」
お
よ
び
『
大
唐
開
元
礼
』
巻
五
十
四
「
国
子
釈
奠
於
孔
宣
父　
饋
享
」。
両
者
の
比
較
を
弥
永
貞
三
氏
が
詳
細
に
行
な
っ
て
い
る
。
註（
（
）「
古
代
の
釈
奠
に
つ
い
て
」
参
照
。
（
（（
）
堀
勇
雄
『
林
羅
山
』（
吉
川
弘
文
館
、
平
成
二
年
）


鈴
木
健
一
『
林
羅
山
年
譜
稿
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
九
年
）
（
（（
）
松
永
尺
五
『
釈
奠
儀
例
』（
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫　
請
求
番
号
（（0 -00（（
）
（
（（
）
原
念
斎
『
先
哲
叢
談
』
巻
二
（
（（
）
国
会
本
の
詩
題
は
「
中
春
釈
菜
聴
読
論
語
同
賦
読
論
語
詩
幷
序
」。
内
閣
本
の
「
仲
春
」
を
「
中
春
」
と
す
る
。
意
味
上
の
違
い
は
な
い
。
ま
た
、
内
閣
本
の
「
聴
講3
論
語
」
を
「
聴
読3
論
語
」
と
す
る
。
こ
こ
は
内
閣
本
の
「
講
」
に
従
う
べ
き
で
あ
る
。
（
（（
）
川
口
久
雄
『
三
訂　
平
安
朝
日
本
漢
文
学
史
の
研
究　
上
編
』（
明
治
書
院
、
昭
和
五
十
年
）


弥
永
貞
三
「
古
代
の
釈
奠
に
つ
い
て
」（
既
出
）
註（
（
）参
照
。


臺
藏
明
「
平
安
朝
釈
奠
に
於
け
る
『
七
経
輪
転
』
の
一
考
察
」（『
皇
学
館
論
叢
』
第
八
巻
第
四
号
、
皇
學
館
大
學
人
文
學
會
、
昭
和
五
十
年
）
（
（（
）
川
口
久
雄
校
注
『
菅
家
文
草　
菅
家
後
集
』（
日
本
古
典
文
学
大
系
（（
、
岩
波
書
店
、
昭
和
四
十
一
年
）
（
（（
）
弥
永
貞
三
氏
は
貞
観
七
年
の
作
と
推
定
す
る
。
註（
（
）「
古
代
の
釈
奠
に
つ
い
て
」
参
照
。
（
（0
）
弥
永
貞
三
氏
は
寛
平
三
年
春
の
作
と
推
定
す
る
。
註（
（
）「
古
代
の
釈
奠
に
つ
い
て
」
参
照
。
（
（（
）
中
村
璋
八
・
島
田
伸
一
郎
『
田
氏
家
集
全
釋
』（
汲
古
書
院
、
一
九
九
三
年
）


小
島
憲
之
監
修
『
田
氏
家
集
注　
巻
之
下
』（
和
泉
書
院
、
一
九
九
四
年
）
（
（（
）
翠
川
氏
の
紹
介
す
る
三
条
西
実
隆
の
釈
奠
詩
会
で
は
、
途
中
か
ら
経
書
と
無
関
係
に
詩
題
を
選
ば
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
註（
（
）参
照
。
